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日本 と ヨー ロ ッパ に於 け る巡 礼
ヤコブ伝説 とルール ドの奇跡
玉 井 崇 夫
アル フ ォンス ・ド… デAlphonseDaudetの「風 車小屋:だよ り』五θ伽6s4θ,ηoπ彿oκ1ゴπの一編 「星」
五㏄ξ'o〃6sの中に,少 女 と羊飼いの青年が夜空 を眺めて,「サンチ ャゴの道」のことを話 しあう一節
があ る。
《一 なんて どっさりあ るんだろう!ま あきれい!こ んなにた くさんの星見たこ とがないわ。 …
お前あの名前 をみんな知ってい るの?
一 知ってます とも,お嬢 さま。ほ ら,あ の私たちの真上にあるのが,聖 ヤ コプの道(銀 河)で す
よ。フランスから真直 ぐにスペインの上まで行 っているんです。 シャルルマーニュ大帝がサラセン人
を征伐 した とき,ガ リシアの聖ヤコプさまがあれをお作 りになって,こ の勇ま しい大帝に道筋を教え
られたので した。》
日本で 「天の川」 と呼ばれて親 しまれている銀河は,フ ランス語では 「牛乳の道」lavoielact6e
とい う。 また 「聖 ヤコ プの道」lechemindesaintJacquesとも呼 ばれ る こ とが あ る。 夏 の夜は北 東 か
ら南西へ,冬 の夜は北西から南東へ,光 の帯がスペインの方角 に空高 く延びている。羊飼 いの青年が
少女に語って聞かせる話は,8世 紀の末,シ ャルルマ一二 ュ大帝がピレネー山脈を越えて,異 教徒サ
ラセン人を追討 した際の故事に基づいている。
この小説の舞台プロヴァソス地方か ら,ト ゥールーズを経て,ピ レネー山脈を越え,ガ リシア(ス
ペインの西北地方)に ある聖地サンチ ャゴ ・デ ・コソボステーラへ至 る道筋には,大 小のロマネスク
様式の巡礼教会堂が散在 してい る。イエスや諸聖人の立像:,黙示録の世界を描いた彫刻,オ リエン ト
の奇怪な空想動物の彫 縁,そ してホタテ貝coquillesaintJacquesの付 いた頭陀袋を肩 に掛けた聖ヤ
コブや巡礼者たちの像 が,教 会堂の柱頭やタソバソに見 られる。「聖 ヤコブの道」 というのは,天 空
にかかった道であると同時 に,聖 地サンチ ャゴ ・デ ・コソボステーラに通 じる巡礼路で もあるのだ。
古来,キ リス ト教の世界には三つの大 きな巡礼地があ る。
第一一・は,な ん といっても,イ エスの生涯 の地であるエルサ レム。巡礼の歴 史は相当に古 く棚 る。キ
リス ト教り成立以前,ユ ダヤ教徒が 「都 もうでの歌」を歌いながらエルサ レムに巡礼 したことが,す
でに旧約聖 書(「詩篇」120-134)で語 られてい る。一般 にエルサ レム巡礼が民間風習 として始まっ
たのは4世 紀頃の ようであ る。11世紀から13世紀にかけて,巡 礼路の確保 と聖地奪還 を目的に十字




の聖俗,貴 賎,老 若 を越 えた軍団 を 「巡礼者」peregrinesと当時の資料は総称 している。
二つめは,十 二使徒の第一人者で初代の教皇 となったペテロの霊場,ロ ーマのヴァチ カン。 ローマ
巡礼は,9世 紀か ら11世紀 にかけて盛んに行われ,そ して,50年ごとに聖年が宣布 され るようにな っ
た14,5世紀 にまた最盛期 を迎える。
そ してもう一つが,前 述のサンチ ャゴ ・デ ・コンポステーラ。前の二つがいずれ も史実に基づいた
聖地であるのに対 して,こ れは突如,伝 説の中か ら生まれた聖地である。 しか し,聖 史 と不思議な折
り合いをつけて,9世 紀 から今 日まで,巡 礼者を魅 きつけて きた聖地であ る。 ヨー ロッパに聖遺物崇
拝が急 激に高ま った1]世紀には,遠 くは数千 キロに及ぶ隔地か らやって きた巡礼者は50万人 ともgoo
万人 ともいわれている。
今 日,聖 母マ リアの奇跡の地であるフランスのルール ドやポル トガルのファテ ィマ,大 天使 ミカエ
ルを祭 ったモソ ・サソ ・ミッシェル(フ ランスのブルターニ ュ地方)や ガルガノ山(南 イタリア)が,
世界各地 から人 々を呼び寄せ,現 代の レジャー産 業の隆盛 に乗 って観光地 とさえなっている。 この事
情はサンチ ャゴ ・デ ・コソボステーラに於いても同 じことだが,信 仰の発生や成立の過程はそれ らと
大分違 っている。ルール ドやファティマがあ くまで も個人の信仰対 象であ るのに対 して,サ ンチ ャゴ
・デ ・コンポステー ラは時代的,地 域的な宗教エネルギーの謂棄 した土地 として,中 世 ヨーロ ッパで
重要な役割 を果 た してきた。 またその後,宗 教の面ばか りか,政 治や経済の面,文 化の面で も,大 き
な歴史的な意味を持ち,その影響が今日さまざまな形で残っている点で,他の聖地巡礼とは趣を異に
して い る といえ る。
それでは,聖 ヤコブ伝説 とサンチャゴ ・デ ・コソボステー ラの歴史 とは どのようなものだ ったのだ
ろ うか。
伝説の主人公の聖 ヤコブは十二使徒のひ とりで,フ ランス語 ではサソ ・ジャックsaintJacques,
スペイン語では聖地の名前 ともなったサンチ ャゴSanTiago。福音書を語 り残 した ヨハ ネとは兄弟で
ある。十二使徒の中 にヤコブの名前を持つ者が二人お り,区別 して大ヤ コブと呼ばれることがある。
イエスの変容の時 に居合わせたこ と(「マタイによる福音書」第17章1-2),最後の晩餐 の後,ゲ ッセ
マネでイエスが祈ってい る間身近に呼ばれていた こと(「マタイによる福音書」第26章36-37)から,
いかずち
十二使徒の中で も特 にイエスの信頼 を得ていた ようである。 また,雷 のヤ コブ と仇名 されているの
で,気 性の激 しい人 だったのだ ろう(「マル コに よる福音書」第3章17,「ル カに よる福音書」第9
章53-56)。
イエス との出会いが,「ルカによる福音書」第5章1-11に,次のように語 られている(「マ タイに
よる福音書」第4章 と 「マルコによる福音書」第1章 に も,同 じ内容が もっ と簡単に述べ られてい
る)。
《さて,群 衆が神の言葉 を聞 こうとして押 し寄せて きた とき,イ エスはゲネサレ湖畔 に立 っておら
れたが,そ こに二そうの小舟が寄せてあ るの をご らんになった。漁師たちは,舟 か ら降 りて網 を洗 っ
ていた。その一そうはシモ ンの舟であ ったが,イ エスはそれに乗 り込み,シ モンに頼んで岸か ら少 し
こぎ出させ,そ してすわって,舟 の中から群衆にお教えになった。話がすむと,シ モンに 「沖へ こぎ
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出 し,網 をおろして漁を してみなさい」 と言われた。 シモンは答 えて言 った,「先生,わ た したちは
夜通 し働 きましたが,何 も取れませんで した。 しか し,お言葉ですか ら,網 をおろ してみ ましょう」。
そ してその とお りに した ところ,お びただ しい魚の群れがはい って,網 が破れそ うにな った。 そこ
で,も う一そ うの舟にいた仲間に,加 勢に来 るよう合図を したので,彼 らがきて魚 を両方の舟い っぱ
いに入れた。そのために,舟 が沈みそうになった。 これを見てシモン ・ペテロは,イ エスのひざもと
にひれ伏 して言 った,「主 よ,わ た しから離れて ください。わた しは罪深い者です」。彼 も一緒 にいた
著たち もみな,取 れた魚がおびただ しいのに驚 いたか らである。 シモンの仲間であったゼベダイの子
ヤコブとヨハネも,同 様であった。する と,イ エスがシモンに言 われた,「恐れ るこ とはない。今か
らあなたは人間 をとる漁師になるのだ」。そ こで彼 らは舟を陸 に引き上げ,い っさいを捨 ててイエス
に従 った。》
そ して,殉 教の様子が次のように語 られている。
《その ころ,ヘ ロデ王は教会のある者たち に圧迫の手 をのば し,ヨ ハネの兄弟ヤコブをつるぎで切
り殺 した。そ して,そ れがユダヤ人たちの意にかなったのを見て,さ らに,ペ テロをも捕 らえにがか
った。》(「使徒行伝」第12章1-3)・
聖書が伝えるのは,こ れだけである。聖書の中に何度 とな く名前は現れて も,こ れ以上に詳 しい言
動については何 も記されていない。
こうしてみる と,ヤ コブ伝説は聖書か ら抜け出 し一人歩 きした ものであ る。最 も古い代表的 な文献
は,12世 紀 の 『コ ンポ ステー ラの 歴 史』紐 ε'07'σCo吻os'θ伽 αと 『聖 ヤ コブの 書』 〃 ∂θγ5伽漉 ル`o一
加 であるが,そ れ らを解説 した書物 によると概略は次 ぎの通 りである。
イエスの死後,使 徒たちは神の言葉を伝 えるために各地 に散ってい く。ヤ コブは遠 くガリシアのイ
リア ・フラビア(現 在,ス ペインのガ リシア地方のエル ・パ ドロソ)ま でや って来たが,大 した布教
、
の成=果を収め得ず,エ ルサ レムに帰 ることになる。 しか し,エ ルサ レムでも使徒の言葉に耳 を傾ける
者はな く,ユ ダヤ人の妊策にあ って首を斬 られて しまった。殉教であ る。ヤ コブの首と胴は畑に投げ
捨てられたという。だが,弟 子たちが夜陰に紛れて遺体を取 り返 し,海辺 に運 び,小 舟に乗せてた。
する と,7日後に,あ るいは一・夜の うちに,小 舟はガ リシアのイ リア ・フラビアに漂着 した。 その後
の話についてはいろいろと諸説がある。ある話では,ヤ コブの遺体が空高 く舞い上が り,墓 所 とな る
べ き土地へ運ばれて行 った という。ある話では,遺 体を船か ら引 き上げて大 きな石の上 に安置す る
と,ま るで石が蝋のように溶けて,石 棺に変 じた とい う。 またある話 では,そ の土地の王女が壮麗な
教会堂を建て,ヤ コブの遺体を納めた という。二人の弟子がこの地に とどま り,ほ かはパ レスチナへ
帰 って行 く者 も,各地 に散 って行 く者 もあった。やがて,二 人の弟子は師ヤコプの両側 に埋葬 された
とい う。だが,い ずれにせ よ,ヤ コブの墓はキ リス ト教迫害の数世紀 の間に,見 捨て られ,忘 れ去 ら
れていったのである。
ところが,9世 紀 になって,突 然,こ のヤコブの聖遺骨が見つかった とい う噂 がヨー ロッパ中を駆
け抜けたのである。




王(在 位789-842)が統治 していた頃,あ る信 じら;れないような噂がキ リス ト教世界にひろまった。
イベリア半島の北西部,大西洋沿岸のガリシア地方,イ スラム教徒の支配を受けまいと戦っていた弱
小国アス トゥリアスの辺地,キ リス ト教圏の最果てにあって,波 間に遥か遠 く,神秘 と霧の中に没す
る所 に,聖 ヤ コブ の遺 体 が発 見 され た とい うの で あ る。》(YvesBottineau:LθsC加〃励3Saintjac一
9μθε)
ヤコブの遺骨発見を知 ったアルフ ォンソ2世 は,こ の発 見の場所 に小 さな礼拝堂 を建立 した。つ
いで872年,アルフ ォンソ3世 は,こ れ を取 り壊 した跡 にさらに立派 な教会を建て直 した。 これがt
サンチ ャゴ ・デ ・コソボステーラ大聖堂の起源である。
この奇跡の噂はたちまち ピレネー山脈 を越え,地 中海 を渡る。そ して,844年のクラビー ホの戦い
の最中に,聖 ヤ コブが白馬に跨が った騎 士の出立ちで現れ,キ リス ト教軍の先頭に立 って敵のモール
人を撃退 した という噂が再び流れる。 この出現の風説の後,「雷 のヤ コブ」は異教徒 と勇ま しく戦 う
守護聖人 となり,スペインに於ける国土回復戦争や西 ヨーロッパに於ける十字軍遠征の精神的支柱と
なってい くのである。
聖ヤコプ伝説が俄かに発生 したキ リス ト教史の背景 には,何 があ ったのだろうか。 どの ような歴史
の必然の もとに,伝 説が生まれたのだろうか。
まず些か駆足で年号 を拾 うと,ロ ーマ帝 国内でキ リス ト教が公認 されたのが313年,国教 となった
の が392年。 ローマ帝国はゲルマン民族の侵入 とともに衰退の一途を辿 り,395年に東西分裂,467年
には西 ローマ帝国の滅亡。 その後,西 ゴー ト王国(ス ペイン),東ゴー ト王国(イ タリア),ブルグン
ド王国(ガ リア東部),フ ランク王国(ガ リア北部),ア ソグロ ・サクソン七王国(イ ングラン ド)な
どのゲルマ ン諸族 が移動建 国することにな る。やがて,フ ランク王国のメロヴィング朝(481-751)
とカロ リソ グ朝(751-987)が,ガ リア を再 び統 一す る こ とにな る。
コソスタソティヌ帝が ミラノの勅 令でキ リス ト教を公認 し,ス テオ ドシウス帝がそれを国教 とする
や,カ トリック教会は皇帝権 と結び付いて飛躍的な発展 を遂げていった。教会組織が拡大され,ア レ
クサン ドリア,エ ルサ レム,ア ンチ ィオキテ,コ ンス タンチノープル,ロ ーマの五大管区の下に,五
人の総大司教patriarcheが帝国内の教権 を掌握する体制が取 られた。 ところが,7世 紀前半,マ ホ メ
ッ トがイスラム教の布教 を 目的に武 力闘争によってアラビア半島を統一 し,そ の遺志を継 ぐアラーの
使徒の後継者(カ リフ)た ちは,ペ ルシャ,シ リア,エ ジプ トな どの周辺へ次 々と領土を拡大 してい
った。8世 紀前半には,北 アフ リカを西進 し,地 中海を越えてイベ リア半 島を征服するに至 った。地
図の上で見 ると,小 アジアに於 いては東 ローマ帝国 と接 し,西 ヨー ロッパに於いては ピレネー山脈を
隔てたフランク王国 と接 して,キ リス ト教圏 と覇権を争 う構図が出来 あが っている。東方の三つの大
管区がサラセン帝国に制圧され,キ リス ト教圏に残るのはコンスタンチノープルの管区である東 ロー
マ帝国領 とローマの管区 である旧西 ローマ帝国領ばか りとなった。
この時点で,ロ ーマ ・カ トリック教会 の取 るべき方策は二つある。一つは,ロ ーマ帝国を制度上継
承 しているコンスタンチ ノープルか らの名実共の独立である。 もう一つは,イ スラム教の排除 とキ リ
ス ト教化の拡大であ る。 この二つの条件 が整 って初めて,ロ ーマが西欧に位置する唯一のキ リス ト教
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徒の拠 り所 となれる。 ましてイエスの第一の使徒ペテロの眠 る地であ る。 ローマ教会の総大司教はそ
の継承者 として最高の威 信を保ち,五 総大司教の頂点 に立 った教皇Papeとして西 ヨーロ ッパの精神
界を支配する使命がある。
ところで,キ リス ト教がローマ帝国の国教になった際,教 会の最高支配権は皇帝に帰属 するもの と
された。従って,ロ ーマ帝国が東西に分裂 して も,ま た西 ローマ帝国の滅亡 した後 も,東 ローマ皇帝
はこの支配権を保持 し,そ れをローマ教会 に要求する妥当性があ った。 しか し実態は,西 ヨーロッパ
を統 治する能力をすでに失 ってお り,一方,ロ ーマ教会は独 自にゲルマンやアソグロ ・サクソンの改
宗に努め,宗教的にも政治的にもアルプスの彼方に新地を開拓 していた。この間の経緯に於いて,東
西両教会には聖像崇拝をめぐる論争が長 く繰 り返されてきた。
元来,キ リス ト教は偶像崇拝を厳 しく禁 じている。 しか し,ガ リアの未文化の地で布教活動を展開
する場合,多少の教義的な妥協が必要であった。ゲルマン人たちは石とか木とかの自然物崇拝の風習
を持ってお り,これに代わ ってキ リス トや聖母や聖 人の画像が,教 理を理解させるのに方便 として便
利であった。 ところが,こ れが知的,思 弁的な性格 の強い東 ローマ教会の聖職者たちの反発を買い,
しか も,や は り偶像の崇拝 を禁 じるイス ラム教徒 か らまで も嘲笑,.愚弄 され るこ とにな った。726
年,東 ローマ皇帝 レオ3世 が全教会に対 して偶像破壊令を布告 した ことが,ロ ーマ教会 との対立を
深める結果 となった。 この聖像崇拝論争を契機 として,8世 紀後半,ロ ーマ教皇はフランク王の支援
を得て東 ローマ皇帝の支配か ら独立をめざ し,つ いに1054年,コンス タンチノー プル教会 と完全 に
絶縁 して しまった。
《このように してキ リス ト教世界は,ほ ぼ西欧の ラテン ・ゲルマン世界 を地盤 として法王 を首長 と
しローマ教会の統轄するローマ ・カ トリック と,東 欧のビザンティソ ・スラブ世界を地盤 とし,東 ロ
ーマ皇帝を首長 とするコンスタンティノープル教会の統轄するギ リシア正教 とに二分されることにな
った。 この分裂は以後西欧 と東欧 とが,ま すます独 自の性格 をもつ世界 として発展する契機 ともなる
ものであ り,中 世西欧は法王権 と皇帝権 という,聖 界 ・俗界 の二大権威 をもつ特有な二中心世界を形
成することとなったのであ る。》(吉岡力 「世界史の研究」)
一方 ,西 ローマ帝国の崩壊後,ガ リアに割拠 していた諸王 国を制覇 して,再 統一 しようと したの
が,フ ランク王国(メ ロヴィング朝)の クロヴィスであった。 クロヴィスはゲルマンの多神教か らキ
リス ト教 にいち早 く改宗 し,ローマ ・カ トリック と手を結び,ロ ーマ皇帝の継承を自認することで,
絶対権力 と領土拡大を正当化 したわけである。次 いで,8世 紀半ば,宮宰ペパ ンはカロリング朝を立
てるが,ペ パンもまた即位 にあたってはローマ教皇 より聖別の儀式を受けている。その返礼に,制 圧
したイ タリアを教皇領 として寄進 し,これによってローマ教会はコンスタンチノープルの支配を脱す
べ き経済基盤を得ることにな ったのである。
《西ロ7マ 帝国なきあ との混乱期において,ロ ーマ ・カ トリック教 会こそはかリアにおけ る唯一の
現実的,精神的な権威であり,また古典文化の保持者であった。また教会の高級聖職者たちには,ガ
リア原住の貴族出身者が多かった。ではクロヴィス以下の改宗はガ リア征服 と統治 とにあたって,教




ランク王国 と結ぶ ことによって,こ れまでの保護者西 ローマ帝国にかわる新 しい権力 と握手 したわけ
であ る。》(山上正太郎 「フランスの歴史」)
こうして帝国再建の夢 と教権拡張 の夢が一致 したところに,ペ パソの子シャルルマーニュ大帝の登
場がある。大帝は43年の長い治世の間 に75回の遠 征を数え,生 涯 の大半 を戦場で過 ご した といって
よい。「片手に剣,片 手 に十字架」を持 って,北 はエルベ川,南 はピ レネー山脈 に達す るガ リアの広
大な領土を征服 していった。それは同時にキ リス ト教 の伝播を も日的 とした聖戦であ った。 ローマ教
皇が シャルルマ一二 ュに西ローマ皇帝の加冠 を公認 した理由 もそこにある。
シャルルマ一二 ュ大帝の死後,西 ヨー ロッパに絶大な勢力を誇 った王国は,9世 紀後半,三 分割統
治されることにな る。 この分裂 により弱退化 したガイアの地に,北 方か らは ノルマン人 の侵攻の波が
押 し寄せ,南 方か らは宿敵のイスラム教勢力が再びキ リス ト教圏を脅か し始めた。イベ リア半 島はコ
ル ドバ回教国に制圧され,西 北端のアス トリアス王国がキ リス ト教勢力 とイスラム教勢 力の接点 とな
って,辛 うじて占領を免れている状態であ った。支援 を求めた くて も,大 帝は もうこの世にない。
この ような状況下で,聖 ヤコブの遺体発 見の噂が ヨーロ ッパの キ リス ト教世界 に弘 まったのであ
る。 このヤコプ伝説が発生 した背景には,絶 大なる存 在の出現 が強 く待望されていたにちがいない。
おそ らく,生 前のシャルルマーニ ュ大帝の偉容が思い浮 かべ られた ろう。 だが,大 帝は778年頃イベ
リア半島に遠征したが,サラセン人の追討に失敗している。もっと神秘に包まれた絶大なる存在を希
求 したはずである。
844年,アスrリ アスの山中で起 こったクラビーホの戦 いの最中,赤 い十字の軍旗 を手に,白 馬 に
またがった人物が現れ,キ リス ト教軍の士気 を煽 り,勝 利に導 いた とい う。 この人物のイメージは,
「片手に剣,片 手 に十字架」を掲 げて戦 ったシャルル マ～ニ ュ大帝の姿 を,あ るいは,さ らに強大 で
神秘な存在の姿を彷佛 させる。最初,誰 もこの白馬の騎士が何者か判 らなか った。 しか し,聖 遺骨発
見の奇跡 を思い浮かべて,皆 それが聖ヤ コブに違いない と信 じたのだろう。そ して,再 度の奇跡に深
い感謝の祈 りを捧げたのだろう。 この瞬間から,聖 ヤコブは国土回復運動の守護者 とな り,ス ペイン
の守護聖人 とな り,さ らにはキ リス ト教徒全体の心の支えとな っていったのである。
11,12世紀に,聖 戦の英雄たちの武勲 を称える叙事詩が盛ん に朝講 さ;れた。最 も有名な ものがrロ
ランの歌』である。民衆の問に自然に生まれ,吟 遊詩 人がヴ ィエルに合わせて歌い継いでい った もの
なのだろう て巡礼教会の修道士 によって作 られた とするベディエの説 もあるが)。これ と同じように,
聖ヤ コブ伝説 も文字でな く風の言葉 として伝達されていった ものなのだろう。
聖ヤコブの図像には,三 つの類型があ る。
一つは,左 手に 「主が我 を遣 わせ り」 と書かれた巻 き物 を抱 え,右 手に長い杖 を握 った伝導者の図
像である。 ヤコブの使徒 としての本然の表象で,ヨ ーロ ッパの各地 に散見され る。サンチ ャゴ大聖堂
の栄光の門には,こ れが中央柱の見上げ る位置に立っている。
もう一つは,自 ら巡礼の装束をまとった巡礼守護者 としての図像である。鍔広の帽子 をかぶ り,杖
bourdonをつ き,帆 立 貝coquillesSaint-Jacque:を付 け た頭 陀 袋besanceをさげ た 姿。 ブル ゴス,ダ
ックス,バ イヨソヌ,ボ ル ドーな ど,サ ンチ ャゴ巡礼路 に建つ教会 によ く見 られる彫腺である(中 世
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美術史家エ ミール ・マールの説に よれば,巡 礼路 とい うよりも,そ の土地 に巡礼講があったかなかっ
たかに拠るようである)。
そ して もう一つは,白 馬にまたが り,剣 を振 りがさ し,イ スラム教徒 と戦 う勇猛な戦士の図像であ
る。長髪をたくわえた老将の姿と果敢な青年騎士の姿 と二通りあって,スペイン一帯には後者の像が
多 く分布 しているとい う報 告がある。
《とくに密度の高いのは北西部で,ル ー ゴの町を囲む城壁のサンチ ャゴ門,レ オンの旧サン ・マル
コス僧院,カ ルデナスのサソ ・ペ ドロ僧院等 にその代表例 を見ることができる。 ところが,ス ペイン
の外ではこの型はほ とん ど知 られていない。》(渡邉昌美 『巡礼の道一西南 ヨーロ ッパ の歴史景観一』)
今日,ヤ コブ伝説をその まま信 じる者は少ない。サ ンチ ャゴ ・デ ・コンポ ステー ラを訪れるのは,
それと切 り離 した聖地の意味を求めて集 まって くるのである。すでに中世 に於いて も,必 ず しも救霊
や祈願が唯一の 目的だった訳でない。借金の返済を引き延ばすため,女や揉め事から一時逃れるた
め,巡 礼を 口実に した事例が報告 されてい る。 また,12,3世紀 には,異 端 審問所が刑罰 として巡礼
を利用 した事例 も見 られる。
《15年間に,異 端審問宮 ベルナール ・ギーは,930件の判決を下 してい る。その うち,無 罪 が139
件,宗 教規則にかなった改俊,す なわち十字架の常着が132件,巡礼の義務が152件,投獄 が307件,
世俗 の 司法権 へ 引 き渡 した のが42件で あ った。》(PierreBarret,Jean-NoelGurgand:P惣gρoκ7ηo欝ゐ
Co吻os'θ」'θ)
14世紀 には,財 力のあ る者たちは 自らの巡礼の苦難 を厭 って代理者 を雇 い,一 方,そ れを職業 と
して,個人あるいは教区から委託されて巡礼に出る者がいた。まして今日の巡礼路を観光旅行する者
が,信 仰のみを対象 としているとは考えられない。な には ともあれ,サ ンチ ャゴ ・デ ・コンポステー
ラへの巡礼の旅が,今 なお盛況であ ることは否定で きない。非現実的な聖ヤ コブ伝説 が,あ り得べ き
もの として民衆の歴史に定着 してい く背景には,そ の矛盾の中にこそ必然性があ ったのだ。
フランスか らピレネーllI脈を越 えて,巡 礼者 が訪;れるようにな ったのは10世紀か ら。 クリユニー
修道院やシ トー 修道会 が巡礼団を組織 するようになると,フ ラン スを中心に した大陸 を貫 く巡礼 コー
スが出来あがっていった。
サンチ ャゴ ・デ ・コンポステー ラの聖地へ至 る巡礼の道は,四 つのコースがあ る。「トゥールーズ
の道 」「ル ・ピ ュイの道 」 「リモ ー ジ ュの道 」 「トゥール の道 」。最 初の 「トゥール ー ズの道 」 は も っ と
も古い歴史を持ち,ピ レネーのフランス側の山裾 を辿 り,ソ ンボル ト峠を越 えてスペ インに入 る。後
の三つの道はオスタバで合流 し,ヴ ァル カル ロスか らシセ峠(イ バニ ェタ峠)を 越えてスペインに入
る。その後,四 つの道はいずれもプエソテ ・ラ ・レイナに通 じ,サ ンチャゴまでは約800キロばか り
の道程が続 くのである。
「トゥ7ル ーズの道」はアルルを起点として,南 仏やプロヴ ァソス地方か ら集 まって くる巡礼者の
コースであ る。また,ア ルプスを越 えた り,地 中海沿の旧アウ レリア街道を通 った りしてフランスへ
やって くる東方諸国やイタリアの巡礼者も利用 した。




一〉 ト ゥ ー ル ー ズToulouse一〉 オ ロ ロ ソ010ron一》 ソ ン ボ ル ト峠Somport → バ カ
Jaca→ サ ソグ エー サSangUesa→ プ エン テ ・ラ ・レイナPuentelaReina
「ル ・ピュイの道」は,リ ヨン,ヴ ァラソスを経 由 して ローヌ ・アルプス地方か ら, ク レルモ ソ,
ブ リウッ ドを経山 してオーベルヌ地方か ら,ル ・ピュイに集ま って くる巡礼者のコースであ る。
ル ・ ピ ュ イ1ePuy一 〉 エ ス パ リ ヨ ソEspalion→ ・ エ ス タ ソEstaing→ コ ソ クConquer
一〉 フ ィ ジ ャ ッ クFigeac→ カ オ ー ルCahors一 〉 モ ワ サ ッ クMoissac→ オ ス タバOs・
tabat→ シセ峠Cize→ プエ ンテ ・ラ ・レイ ナPuentelaReina
「リモージュの道」 は,ヴ ェズ レー,ヌ ヴ ェールを経 由 してブルゴーニ ュ地 方か らリモー ジュに集
まって くる巡礼考 のコースである。 また,ヴ ェズ レーにはマグダラのマ リア を祭 った壮麗な教会があ
り,シ ャソパ一二 ュ地方,ロ レーヌ地方,さ らにはベルギーや ドイツか ら,ま ずここを起点に 目指 し
てや って くる巡礼者 も多い。
リモ ー ジ ュhmoges一 〉 ペ リグ ーP6rigueux→ サ ヴ ィニ ャ ッ クSavignac→ ラ ・レオ
ー ルlaR601e→ モ ン ・ ド ・マ ル サ ンMont-de-Marsan→ オ ス タ パOstabat→ シ セ峠
Cize→ プ エソ テ ・ラ ・レイナPuentelaRe孟na
「トゥールの道」 は 「サンチャゴへの道」 とも呼 ばれ,も っとも多 くの巡礼者が集 まって くるパ リ
を起点 としたコースである。 フランス人ばか りか,北 欧,オ ランダ,ポ ーラン ド,ドイツ,ベ ル ギー
な どか ら,外 国の巡礼者たちがパ リのサ ン ・ジャック ・ブーシ ュリ教会に集 まって くる。 まさにサソ
・ジャック通 りを通 ってパ リを出て,一 路エタンプ,オ ル レア ンへ向か う。 ロワール川を渡 り, トゥ
ールにやって くる。従 って,本 来 はここか らが 「トゥールの道」 とい うこ とになる。
トゥー ルTours→ シ ャ テ ル ロ ーCh鉦ellerault→ポ ワ テ ィエPoitiers→ メ ルMelle
→ サ ソ ・ジ ャ ン ・ダ ソ ジ ェ リ ーStJean・d'Ang61y→サ ソ トSa重ntes→ ポ ンスPons→
ボル ドーBodeaux,→ ダ ッ ク スDax一 や オ ス タ バOstabat→ シ セ 峠Cize → プエソテ
・ラ ・レイナPuentelaRein
このほかに も,中 世 に於いては,巡 礼の道は網の 目の ごと く各地 を結んでいた と考 え られる。事
実,イ ギ リスや北欧か らは,こ の 四つの道 を通 らず舟で北スペインの港に入 り,サ ンチ ャゴに至 る海
路が利用されていた。 スペ イン国 内のコースで も,南 のアンダルシア地方か ら北上 してサ ンチャゴに
至る巡礼路,舟 でバルセロナの港 に上陸 し,ピ レネーの南側の山麓を通 ってバカ,サ ソグエーサ,プ
エソテ ・ラ ・レイナに至る巡礼路 が記録されている。
《それ らは,た だ中世の巡礼が聖地 に詣でるためだけの道ではなか った。南 と北,'束と西 の人 々が
交流 す るこ とによって,今 日い うところの国際交流が盛んにな り,次 第に ヨーロ ッパの文化が混交
し,未 知なものが流通 する状況を作 り出 したことも忘れてはなるまい。
その第一 は,今 日ロマネスク文化 といわれる11,2世紀の新 しい様式が ヨーロッパ中に浸透 してい
つた ことであ る。 例えば,北 イタ リアのロソバルデ ィアの石工 たちが持 っていた ローマの建築様式
が,ロ マネスク時代の宗教思想 と結びついて,新 しい建築様式 を創出 したこ と,巡 礼路教会 と名のつ
く教会はほ とんどロマ ネスク様式で建て られた。 また ロマネスク時代の美術は,ビ ザソチンの図像の
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上 に,新 しいロマネスク様式の絵画様式を加えるな ど,ヨ ーロッパ における11,2世紀の文化的エネ
ルギーを,今 日では,「11,2世紀ルネ ッサンス」 という言葉で区分 する傾向が強 くなって きた。 もし
11,2世紀にロマネスク文明 とい う時代様式が生 まれていなかった とした ら,次 の ゴシ ック時代 も,
イタ リア ・ルネ ッサ ンスも生まれていなかったであろうとさえ思われる。
この ように考 えて くると,9世紀 に始まるイスラムの進出,11,2世紀ルネ ッサンスの時代様式 と
してのロマネスクな ど,中世の激動の時代を生 きのびて,ヨ ーロッパに文明の灯をつけたの も,あ る
いは巡礼 という名の文化交流であったかもしれないのである。》(田沼武能 『ヨーロッパ巡礼物語』)
ところで,今 日,世 界各国からピレネー山麓の聖地ルール ドを訪れる巡 礼者は,年 間400万人にも
上るといわれている。
ツアーの陽気な観光客や リュックを背負った元気な若者たちもいるが,ル ール ドの駅に着いた途端
に,松 葉杖 をついた り,車椅子やタンカーで運ばれた りしてやって来る身体障害者や病人の姿がいや
で も目に止まる。駅から教会へ通 じる参道 には,こ うした訪問者たちの切れ目のない行列が続 く。礼
拝堂に入りきれない老若男女が広場に溢れ,野外に設けられた祭壇を取 り囲むようにしてミサを受け
ている。 天を仰いで祈 る者 もいれば,地 に日を伏せて瞑想する者 もいる。移動ベ ッ ドに寝 たままの
者,車 椅子に座 った者が,前 列を占めている。痩せ細 った両手 を組んだまだ若い娘。死相 さえ浮かべ
てベ ヅドにうず くまった老婆。胸の前で しきりに十字 を切る足萎えの男。みんな奇跡を待 っているの
だ ろ う。
ルール ドの奇跡が土地の14歳の少女 によって告げられたのは,1858年の ことである。一少女の神
秘 体験が近郷の人 々の関心を呼び,カ トリック教会を動 か し,噂は遠 く駆け巡 り,自 然発生的な巡礼
集団を呼び,寄 せていったのである。 この点 で,ヤ コブ伝説 と類似 している。 だが,非 聖職者が発信
人 となっていること,奇跡が衆人環視の もとで実況伝達され,噂 が次第に大衆的な興味を煽 って広が
っていったこと,背景に時代の総合的な意図が読み取れないことな どの点で,ヤ コブ伝説 と異なって
い る。
ルール ドに聖母マ リアが出現 したf9世紀は,科 学による人類の輝 か しい未来 を夢見ていた時代 で
ある。18世紀後半か ら自然科学の発達はめざましく,そ の応用 によってイギ リスがいち早 く産業革
命 に成功 したことは,歴 史の示す通 りである。 ヨーロッパ列国は積極的な産業振興政策 を推 し進めて
いく。蒸気機関の発明は海陸の交通と動力資本の移動を容易にし,郵便通信の発達は商取引や貿易を
活発に した。折からのカ リフォルニアの金鉱発見によ りヨーロッパの経済は潤い,染 料,石 鹸,燐 マ
ッチ,石 油 ランプ,暖 房用石炭,鉄 ペソ,ウ イスキーな ど,民 衆の物質生活が飛躍的に向上 した。 ア
ルベール ・ペスナールの 『科学の勝利』の絵が象徴するように,人 々は科学のもた らす地上の幸福 を
楽天的 に盲信 していたといえる。
また一方,19世紀が科学 や実証精神の反動 ともいえるスペ リチ ュアリズムの興隆 した時代であっ






代だった。その中でいわば 「霊的な世界」 からの反撃 のように,民 間 と教会 をつ らぬ く不思議 な出来
事 がつづいた。 米英 においてはスプーン曲げやボル ター ガイス トの元祖(1848年,ハイズヴ ィル事
件)に あたる近代スピ リチ ュアリズムが興隆 し,フ ランスを中心 とするヨ～ ロッパ ・カ トリック圏で
は 「イエスの聖心」(イエスの心臓)を め ぐる奇蹟諏 と 「聖 母マ リア」の不思議 とがあいついだ こと
になる。あたか も科学の進歩 と霊性の展開が,.ともに励 ましあって世界を広げてきた とも見えるので
あ る。》(関 一 敏 『聖 母 の出現 近 代 フ ォー ク ・カ トリシズム考 一一』)
キ リス ト教 に限っていえば,イ エスの聖心 と並んで聖母マ リアへの信仰が,中 世の一時期以上に流
行 す る。 あ る報告(NewCatholic.Eη{;y`1(ψθ'σ1967)による と,1830年以降 に各 地 の 司教 区調 査委 員
会 に通告 された聖母 出現は187件に上 り,そ の内の11件が正当と認め られ,マ リア巡 礼の資格を得て
いるようであ る。
こうした風潮 を背:景に,「ルール ドの泉」の奇跡 はたち まち世界中に広 ま り,た かだか一世紀余 り
の間に,今 世紀:有数の巡礼地 とな ったわけである。
聖ヤコブ伝説の誕生は,使徒ヤコブが布教にやってきたイベリア半島以外の⊥地では考えられな
い。 しか も,イ スラム教徒 との激 しい前戦地であ り,ス ペインで唯一の非征服国であ ったアス トリア
スのガ リシア地方 に しか,守 護聖 人の出現す る土地 はない。 ところが,19世紀に聖 母マ リアの出現
を噂された土地は,ヨ ーロッパ各地 に散在 してい る。その中で も,ピ レネー山麓は湧 き水の潤沢な土
地 で,岩,洞 窟 聖母,泉,聖 なる水 とい う霊地の要素 を構成す るには,最 適 の土地であ った。15,
6世紀の頃か ら,す でにごの辺 り各地には聖母 出現 の伝承 があ り,地 域的な巡礼 コー スが出来あがっ
ていた。ルール ドが脚光を浴びる以前は,ル ール ドか ら西方15キロの所 にあ るベ タラムが,そ の中
心的な霊地 であ った。従 って,新 しい聖地が唐突に出現 した とい うわけでな く,空間的な移動 と規模
の拡大があった と考えるべ きであろう。
それに,歴 史的に も,ル ール ドは宗教戦争の時 代(16世紀),新教徒の盟主ア ンリ ・ド・ナヴァー
ルの領地にあ って,旧 教徒の牙城であった。ユ グノーたちに激 しく抵抗 して戦 った土地柄 である。押
し寄せて くる新時代の潮流に,一 石 を投 じる風上的な精神 も関与 しているよ うに思わ;れる。
確かに,聖 俗遠近の心理的な構造 か ら,聖 地は辺境の地 にあって こそ尊 しとされる傾向がある。遠
くに行けば行 くほ ど,聖 なるものが強 くなるという発想である。事実,ル ール ドの巡 礼者は,フ ラン
,
スの北方または西方の端 から多 くや って くるという調査結果がある。 しか し一方 では,聖 地巡礼の成
立には,宗教的な要素以外の交通,宿泊,食料などの条件が前提とな り,社会経済的な流通の活力に
よって初めて隆盛が保証 さ;れる。 この点で,1840-70年頃の ヨー ロッパ鉄道網の発達は,速 度 と運搬
量をそれまで とは比較にならないほ どに飛躍させ,ル ール ド巡礼の大衆化に寄与 し:たといえる。
潤筆にあたって,ひ とこと言い添 えておこう。
人は何故巡礼をす るのか。 この問 いに於いて,ヤ コブ伝説が生まれ中世 も,ル ール ドの奇跡が生 ま
れた19世紀 も,そ して20世紀の今 日も,大 して変わ りがあ るとは思 えない。 ますます巡礼の動機 と
目的は多面化 してい くことだろ う。科学技術が進歩 して も,消 費生活が豊かにな って も,人 間は充足




中世にあっては,ヨ ハネ黙示録 の人類滅亡の予言が人々を どれほ ど怯 えさせていた ことだろう。 し
か し,そ れが生 きる規範 とも指針 ともなっていたはずである。ヤコブ伝説の噂は異教徒 と戦っていた
キリス ト教世界に福音をもた らしたはずであ る。噂を信 じることで,結 束させるダイナ ミヅクな仕組
みが存在 していたのだ。噂は個人が直接 口と耳で転意 し,共感 し合 うことで成立するものであって,
その前提 として,共 感 し得る健康な共同体がなければな らないか らである。
ルール ドさえ失 った現代が創 りあげる神話や伝説 とは,ど のようなものになるのであろうか。神話
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